
 

２９．１．１７ 

海上幕僚監部 

 

（お知らせ） 

 

   ロシア海軍艦艇の訪日に伴うホストシップの派出及び日露捜索・救難共同訓練の実

施について 

 

 

 海上自衛隊は、次により、ロシア海軍艦艇の訪日に伴うホストシップの派出及びロシア

海軍との捜索・救難共同訓練を実施します。 

 

１ ロシア海軍艦艇の訪日に対するホストシップの派出 

（１）期 間 

   平成２９年１月２０日（金）～１月２３日（月） 

（２）寄港地 

   舞鶴港 

（３）訪日艦艇等 

  ア 訪日指揮官 

ロシア連邦海軍太平洋艦隊所属艦船団長 

    海軍少将 エドアルド・Ｅ・ミハイロフ 

  イ 訪日艦艇 

ミサイル駆逐艦「アドミラル・トリブツ」 

    補給艦「ボリス・ブトマ」 

（４）ホストシップ等 

  ア 指揮官 

第３護衛隊群司令 海将補 梶元 大介（かじもと だいすけ） 

  イ ホストシップ 

護衛艦「ひゅうが」 

    艦長 １等海佐 矢野 幸浩（やの ゆきひろ） 

 

２ 日露捜索・救難共同訓練 

（１）目 的 

   海上自衛隊の捜索・救難に関する技量の向上を図るとともに、ロシア海軍との相互

理解の増進及び信頼関係の強化を図る。 

（２）期 間 

   平成２９年１月２２日（日）及び２３日（月） 

（３）訓練海域 

   舞鶴港内及び若狭湾北方海域 

 

 



 

（４）参加部隊 

  ア 海上自衛隊：護衛艦「ひゅうが」、多用途支援艦「ひうち」 

  イ ロシア海軍：ミサイル駆逐艦「アドミラル・トリブツ」、 

補給艦「ボリス・ブトマ」 

（５）訓練統制官 

  ア 海上自衛隊 

    第３護衛隊群司令 海将補 梶元 大介（かじもと だいすけ） 

イ ロシア海軍 

    ロシア連邦海軍太平洋艦隊所属艦船団長 

    海軍少将 エドアルド・Ｅ・ミハイロフ 

（６）主要訓練項目 

捜索・救難訓練、立入検査訓練、戦術運動、航空機発着艦訓練、通信訓練 

 

３ その他 

ロシア海軍との捜索・救難共同訓練は、今回で１６回目となります。 


